
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅲ その他の共通技術 
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１ 漏生イネ（こぼれ籾）対策 

次年度、主食用品種を作付けする場合、異品種の混入を防ぐため、漏生イネ

の発生を防止する対策が必要である。 

（１）収穫直後の対策 

１）収穫後直ちに耕うんし、圃場にこぼれた籾を土中に鋤き込み、収穫後から

10 月までの間、水尻を閉めて、雨水により土壌水分を高める。 

２）気温が比較的高い９月～10 月に、こぼれ籾の発芽を促して冬の間に枯死さ

せるほか、腐敗させて発芽能力を失わせる。 

 

（２）翌年の代かき作業、除草剤処理及び漏生イネの抜き取り 

１）荒代かきを早めに行い、越冬したこぼれ籾の発芽を促し、移植前の植代かき

で土中に埋没させる。 

２）植代かきは、残存するこぼれ籾の出芽が揃うようなるべく遅く行い、埋没効

果を高めるため、浅水で行う。 

３）植代かき後、漏生イネの防除に効果の高い成分（プレチラクロール、ブタク

ロール、ペントキサゾン、テニクロール）を含む初期剤を適正に使用する。除

草成分の流出を防ぐため、除草剤処理後７日間は田面水を排出しない。 

４）出穂期以降、籾の形などから漏生イネ発生の有無を確認し、漏生イネが発生

した場合は抜き取り、収穫物への混入を防ぐ。 

 

２ 自家採種方法 

（１）注意点 

品種登録されている品種では、自家採種した種子を有償無償にかかわらず他者

に譲渡することはできない。 
 
（２）種子に必要な要件 

１）十分な発芽力があること 
２）病気に感染していないこと 
３）播種作業の妨げとなるゴミを含まないこと 
４）使用量に対して十分な量があること 

 
（３）採種の留意点 

１）収穫 

ア 次年度使用する種子の播種量を作付 10ａ当たり４kg 以上は確保する。塩水

選等の選別により相当量が失われることを考慮しておく。 
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イ 出穂期が近い他品種が隣接していないほ場またはほ場の中心部から採種す

る。 

ウ 病害や倒伏のないほ場から収穫した籾を種子とする。特にばか苗病やシン

ガレセンチュウは種子伝染するので、発生ほ場の籾の利用は避ける。なお、

「ばか苗病」菌は空気感染し籾に付着するので、採種用ほ場から、100ｍ以内に

本病の罹病株がないこと。また、採種用ほ場から、100～200m 以内に、本病が

中発生以上（６株以上／100 株）のほ場がないことを確認して採種する。 

エ 適期（帯緑色籾歩合 15％）収穫し、高水分状態の籾（含水率 25％以上）は

収穫しない。また、雨上がりなど、籾がぬれている状態での収穫は発芽率が

低下するので避ける。 

オ コンバインのエンジン回転数は主食用品種を収穫する場合よりも 15％低く

し、籾の損傷を抑える。 

 

２）乾燥・保管 

ア 刈取り後、炎天下に放置しない。 

イ 乾燥機への張込み後、追加張込み等のため加熱乾燥までに時間のかかると

きは必ず通風循環させておく。 

ウ 種子用の乾燥方法を指定できる乾燥機では種子用に設定する。遠赤外線乾

燥機の場合は急激な乾燥により発芽率が低下する場合があるので設定に注

意する。 

エ 乾燥時の送風温度は、外気温＋５℃で籾水分を 18％まで下げ、その後 40℃

で籾水分 14.5％に仕上げる。毎時 0.5～0.6％程度の減水率が安全である。細

かな設定が出来ない場合は、通風乾燥により籾水分を 20％程度まで低下させ

てから加熱乾燥する。 

オ 来春の使用時まで、低温で乾燥した場所に保管する。ねずみ害にも注意す

る。 
 

３）選別・その他 

ア 播種作業の妨げとなる芒（のげ）、枝梗、ゴミ等は脱芒機により除去する。 
イ 塩水選により、罹病籾、未熟籾等を除去し、充実した健全籾を選別する。 
ウ 可能であれば、播種前に発芽試験を行う。 
エ 品種の切替え時には機械類の清掃を丁寧に行い、混種を防止する。 
オ 「ばか苗病」が発生した籾を取り扱った機械や作業場には「ばか苗病」の

菌が付着しているので注意するとともに、種子として使用する場合は効果の

高い薬剤による種子消毒を確実に実施する。 
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３ 鉄コーティング直播栽培 

（１）塩水選優良種子を準備 

 飼料用イネ品種を自家採種した場合、未熟種子が混入している可能性があるの

で、塩水選で優良種子を確保する。 

 

（２）発芽試験で発芽勢を確認 

品種によっては休眠が深い場合は、発芽や出芽の揃いが悪くなる危険があるので、

発芽勢を確認し、休眠覚醒が不十分な場合は、「Ⅱ－２－（１）－１）種子の確認と対

処法の項目を参考にする。また、播種量を増やす、播種時期を遅らせる等を検討する。 

 

（３）浸種の水温は10℃以上 

浸種は水温 10～15℃、積算温度 40～60℃を目安とする。 

 

（４）コーティング作業は従来法を順守する。 

 

（５）植代かきと播種前の落水 

植代かきから播種までの日数は移植栽培より長めとし、播種前日に落水するな

どして、植代かきはやや硬めとする。 

 

（６）苗立ち数と播種量の目安 

１）苗立ち数は、100 本/㎡を目標とする。播種量は、大粒の品種では４～５㎏

/10ａ、その他の品種では３～４㎏/10ａを目安とする。 

２）「べこあおば」、「ホシアオバ」等の大粒品種は、播種機によっては設定ど

おりの播種量を落とせない場合がある。事前に一定の距離を走行させ、種籾の

落下量を確認して、開度等を調整する。 

 

（７）播種時期 

播種時期が早いと気温が低いために出芽まで時間がかかり、腐敗等が発生して

苗立ち率が低下する。播種の早限は、播種日以降の平均気温が 15℃以上であるこ

とが望ましい。 

 

（８）除草剤処理と播種後の水管理 

播種と同時に除草剤を散布し、播種終了後に静かに入水する。入水後は強制排水

することができないので播種後の入水は４日程度で自然落水する浅水とし、出芽

が揃うまでは落水状態を保ち、土壌が乾くようであればヒタヒタ程度に入水する。 
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（９）生育ステージの違いを考慮した品種及び圃場の選定 

１）直播と移植を同日に行った場合、直播栽培の収穫時期は移植栽培と比べ２

週間程度遅くなるため、主食用米品種の収穫作業と競合しないように品種構

成を考える。 

２）収穫時期の遅れによる用水不足にならないように作付ける圃場を選定する。 

 

（10）施肥量 

堆肥連用を前提とした場合、塩安等の単肥で、窒素成分を基肥５～６㎏/10ａ、

穂肥２～３㎏/10ａを目安とする。 

 

（11）雑草及び病害虫防除 

１）ＷＣＳ用イネ及び直播栽培に登録のある薬剤は限られるので注意する。 

２）使用上の注意は、移植栽培に準じる。 
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多 収 品 種 ｢ア キ ヒ カ リ ｣、 ｢夢 あ お ば ｣を 中 心 と し た 飼 料 用 米 栽 培 暦 平成30年３月 千葉県

【育 苗】

◆種子消毒 糸状菌による苗立枯病、ばか苗病、細菌病を防ぐために、徹底して行う。

◆浸 種 水温は10～15℃で、積算温度120℃を目安に行う（低水温や高水温は発芽障害や病害発生を助長するため避ける）。

◆播 種 主食用米と同様に催芽を行い、ハト胸状態として播種する。播種量は、粒の大きい｢夢あおば｣では多めとする。

（１箱当たり播種量の目安 ｢アキヒカリ｣：乾籾重140g・催芽籾重175g程度、｢夢あおば｣：乾籾重160g・催芽重200g程度）

◆育苗管理 育苗器による出芽を基本とする。積重ね又は平置き無加温出芽を行う場合は、気象条件に応じた温度管理を行う。

特に、４月下旬から５月に育苗する場合は高温（床土温度30℃以上）とならないように注意する。

【施 肥】

◆堆肥施用 家畜ふん堆肥の連用による肥沃度の向上と、資材の低コスト化を進める。

※種類別の堆肥施用量の目安 牛ふん堆肥：１～２t/10a、豚ぷん堆肥：300～1,000kg/10a、鶏ふん堆肥：250kg/10a

◆基 肥 圃場の肥沃度と品種に応じた窒素成分を施用する。

壌 土・・・｢アキヒカリ｣６kg/10a、｢夢あおば｣： ９kg/10a ※家畜ふん堆肥を施用した場合は

砂壌土・・・｢アキヒカリ｣９kg/10a、｢夢あおば｣：１２kg/10a 窒素成分で３kg/10a程度減量する

粘 土・・・｢アキヒカリ｣４kg/10a、｢夢あおば｣： ６kg/10a （牛ふん堆肥は連用４年目以降）

※家畜ふん堆肥を施用した場合は、りん酸、加里成分の施用は省略でき、安価な窒素単肥のみの施用でよい。

◆穂 肥 幼穂形成期頃に窒素成分で３kg/10aを施用する。なお、幼穂形成期の前に葉色が極端に低下した場合は

穂肥の施用を早めるか、中間追肥を施用する。

【移 植】

◆移植時期 ｢アキヒカリ｣、｢夢あおば｣ともに耐冷性が弱いため、早期に移植すると幼穂形成期から出穂期の間の低温感受性期に

低温に遭遇する確率が高くなり、障害型冷害により減収するリスクが高まる。そのため、移植は５月中旬以降に行う。

◆栽植密度 坪当たり５５株（株間２０cm）前後とする。

※｢夢あおば｣は疎植栽培（坪当たり３７～４８株・株間２３～３０cm）が可能である。ただし、植付本数は

標準どおりの４～６本/株とし、少なくしない。また、基肥・穂肥ともに所定の量を施用する。

【雑草防除】

◆除 草 剤 ｢稲｣に登録がある薬剤を使用し、使用基準を順守する。

◆注意が必要な品種 ｢タカナリ｣､｢オオナリ｣､｢モミロマン｣､｢ミズホチカラ｣では除草剤成分のベンゾビシクロン、テフリルトリオン、

メソトリオンによる薬害が発生するため、これらの成分を含む薬剤は使用しない。

【病害虫防除】籾で家畜に給与する場合は、出穂以降の農薬散布に注意（資料Ⅰ－３－（６）23ページを参照）

◆いもち病 必要以上の多肥栽培はいもち病の発生を助長するので避ける。

◆紋枯病 常発圃場では予防的な防除を行う。また、茎葉が繁茂し、発生しやすい条件となるため、発生状況により防除する。

◆斑点米カメムシ 主食用品種と同様に防除する。特に、出穂期が周囲の圃場より早い、又は遅い圃場は加害を受けやすい。

【水管理】

◆出穂期前３週間、出穂期後２週間は湛水状態とする等の基本的な水管理は主食用米と同様とする。

◆幼穂形成期から出穂期までの期間が低温となった場合には、障害型冷害防止のため深水管理により保温に努める。

【収穫・乾燥・調製】

◆成熟期の目安 ｢アキヒカリ｣は出穂期後約４０日、｢夢あおば｣は出穂期後約４５日（いずれも帯緑色籾歩合が１５～２０％の

時とする。

※｢夢あおば｣では成熟期から一週間程度経過し、籾水分を低下させてから収穫する立毛乾燥が可能である。

◆収穫時の注意点 コンバインの負荷が大きい場合は刈り取り条数を減らす、又は刈り取り速度を遅くする。

◆乾燥の仕上げ水分 主食用米と同様とする。

◆籾すり 粒の大きい品種ではロール幅を広げるとともに、選別部が回転式の籾すり機では玄米と籾の選別精度が劣るため、

揺動式の籾すり機を用いる。

各栽培暦の生育ステージは平成27～29年の千葉市及び香取市の平均値。
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　 注）安房・東京湾沿岸南部地域は５月上旬から移植可
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成熟期

 (立毛

　  乾燥)移植

 多収品種

  北陸193号
※

代かき

･基肥

施用

幼穂

形成

期

･穂肥

成熟期は

10月中旬

→移植

上 中 下 上 中 下

栽培暦３　多収品種｢夢あおば｣を利用して飼料用米を主食用品種の後に収穫する場合の作付体系

9

移植

中 下下 上

5 6

中 下 上

成熟期

 コシヒカリ

幼穂

形成期

幼穂

形成期
出穂期 成熟期

移植
幼穂

形成期
出穂期

上 中 下上 上

栽培暦２　多収品種｢アキヒカリ｣を利用して主食用品種の後に収穫する場合の作付体系

4 5 6 7 8 9

上 中 下 上 中 下 上 中 下上

中

7 84

 多収品種
　  アキヒカリ

下中 下 上中

成熟期

移植 成熟期

成熟期

代かき

･基肥

施用

移植

中 下 上 中 下 上

8 9

成熟期

出穂期 成熟期

移植
幼穂

形成期
出穂期

栽培暦４　多収品種｢アキヒカリ｣及び｢夢あおば｣を中心として作付面積の大半を
飼料用米とする場合の作付体系

成熟期

 (立毛

　  乾燥)

7

出穂期

 多収品種
 　 夢あおば

4 5 6

移植

代かき

･基肥

施用

移植

幼穂

形成

期

･穂肥

低温

時は

深水

上 中 下 上 中 下上 中 下 上 中 下

 飼料用米
　 ちば28号

※｢北陸193号｣はわらの量が多いため、収穫作業時のコンバインへの負担に注意する

成熟

期
移植

代かき

･基肥

施用

幼穂

形成

期

･穂肥

低温時

は深水

出穂

期

 多収品種
　  アキヒカリ

代かき

･基肥

施用

幼穂

形成

期

･穂肥

低温時

は深水

【特に注意】

出穂

期
成熟期

移植

出穂

期

 多収品種
 　 夢あおば

代かき

･基肥

施用

幼穂

形成

期

･穂肥

低温

時は

深水

出穂期

栽培暦１　｢ちば28号｣を利用して主食用品種の前に収穫する場合の作付体系

4 5 6 7 8 9

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

 主食用
　 コシヒカリ

移植
幼穂

形成期
出穂期 成熟期

移植
幼穂

形成期
出穂期 成熟期

移植

 飼料用米
　 ちば28号

代かき

･基肥

施用 成熟

期

幼穂

形成

期

･穂肥

出穂

期

低温時

は深水

中 下

移植
幼穂

形成期
出穂期

幼穂

形成期
出穂期

出穂

期

幼穂

形成

期

･穂肥

低温時

は深水

【特に注意】

除草剤散布 紋枯病等防除 カメムシ防除

除草剤散布 紋枯病等防除 カメムシ防除

除草剤散布 紋枯病等防除 カメムシ防除

除草剤散布 紋枯病等防除 カメムシ防除

除草剤散布 紋枯病等防除 カメムシ防除

除草剤散布 紋枯病等防除 カメムシ防除

除草剤散布 紋枯病等防除 カメムシ防除





  品種/時期  
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 

 

       

       

 

       

       

 

       

 

 
 

      

 

       

       

 泌乳牛向け・ＷＣＳ用イネ品種の栽培暦 

夢あおば★ 

リーフスター 

たちすずか 

泌乳牛向け稲ＷＣＳの収穫適期は、 

穂重型が「出穂後１０～１５日」 

茎葉型が「出穂後１０～４０日」 
 収穫時期は主食用米よりも「１０～２０

日」早いので、中干し・出穂始めの早期落水

をしっかりと行いましょう。 

 収穫時の田面が軟らかいと、泥が混入し

て、稲WCSの品質が不良となります。 

注１）無印の茎葉型品種に比べ、★印を付けた穂重型品種は、収穫が遅れると子実の割合が多くなり泌乳牛向けＷＣＳとしては品質が低下するので、適期収穫に努めてください。 

 ２）ＷＣＳ用イネ栽培で使用する農薬は、農林水産省のガイドライン（稲発酵粗飼料生産・給与マニュアル）で決められた薬剤のみとなります。 

8/20～9/29 間断かんがい 

最高分げつ期 

代かき 移植 

浅水管理 中干し 

出 
穂 
期 湛水管理 

間断かんがい 代かき 移植 

浅水管理 中干し 

出 
穂 
期 湛水管理 

最高分げつ期 

8/20
前後 

7/25～8/4 

たちあやか 

最高分げつ期 

収穫 

間断かんがい 代かき 移植 

浅水管理 中干し 

出 
穂 
期 湛水管理 

7/15 
～ 
7/21 

8/4～9/14 

8/4～8/15 最高分げつ期 

収穫 

間断かんがい 

浅水管理 中干し 

出 
穂 
期 

7/25 
～ 
8/1 

代かき 移植 

湛水管理 

間断かんがい 

最高分げつ期 

代かき 移植 

浅水管理 中干し 

出 
穂 
期 湛水管理 

収穫 

間断かんがい 代かき 移植 

浅水管理 中干し 

出 
穂 
期 湛水管理 

最高分げつ期 

収穫 

間断かんがい 

最高分げつ期 

代かき 移植 

浅水管理 中干し 

出 
穂 
期 湛水管理 

収穫 

間断かんがい 代かき 移植 

浅水管理 中干し 

出 
穂 
期 湛水管理 

最高分げつ期 

8/10 
～20 

8/30～9/29 

8/25
前後 収穫 

9/3～10/4 

9/1 
前後 

9/11～10/11 

9/15～10/15 9/5 
前後 

・雑草の繁茂によって減収となります。 

・ノビエ等の水分含量の多い雑草の混入はサイレージ品質を低下さます。 

・タカサブロウ、アメリカセンダングサ等の茎が堅い雑草の混入は、ラッピン 

 グフィルムの破損による品質低下や牛の嗜好性の低下の要因となります。 

・上記以外の品種には薬害が生じるためベンゾビシクロン、テフリルトリオ 

 ン、メソトリオンを含む除草剤が使用できないもの（「モミロマン」等）が 

 あるので注意が必要です。 

・水稲用に登録されている除草剤のうち、家畜への安全性が確認されている剤 

 を使用してください。 

・農薬の使用については、お近くの農業事務所等指導機関にご照会下さい。 

・稲わらも圃場外に持ち出すため、堆肥で窒素や加里を補給し

て下さい。以下は牛ふん堆肥２ｔ/10ａを４年以上連用した水田

の施肥量です。     

       砂壌土：窒素成分で９ｋｇ/１０ａ 

           壌  土：窒素成分で６ｋｇ/１０ａ  

・堆肥を散布したほ場は、りん酸・加里が補給されているの

で、単肥（塩安など）だけの施用で十分です。（堆肥を施用で

きない場合は、りん酸・加里を含む肥料を施用して下さい。） 

        窒素成分：３ｋｇ/１０ａ 
施用時期 ※最高分げつ期の葉色が濃い場合は出穂前30～20日 

             葉色が低下した場合は出穂前50～30日 

育苗 
◆播種量  

・水温10～15℃で、積算温度120℃を目安に行う。 

（水温10℃未満での浸種は、発芽不良の原因となります。） 

◆種子消毒 

◆育苗管理 

◆基肥 

施肥 

移植 

・50株/坪(株間22㎝)～55株/坪（株間20㎝) 

・植え付け本数   3～5本/株 

◆植え付け時期 ※用水確保のため、植え付け時期は厳守！ 

雑草防除  ※稲WCSは、雑草が混入すると商品価値が下がります！ 

病害虫防除 ※農薬の使用基準「収穫○日前まで」の使用時期を守りましょう！ 

・家畜への安全性が確認されている薬剤で消毒しましょう。 

・種籾が大きい品種は、播種重量を多くしてください。 

 

◆浸種 

・ＷＣＳ用イネ品種は低温にやや弱い特徴があります。 

・好天が続く予報の日に播種し、日中は葉が焼けないように

換気し、夜間は被覆を追加する等、保温に努めてください。 
・地域の用水の供給状況に応じた植え付け時期とします。 

・晩生品種は、用水が確保できる水田に作付けして下さい。 

品種名 播種重量の 

目安(ｇ/箱) 

玄米千粒重 

(ｇ) 

夢あおば，ちば28号(参考) 150～160 23～25 

たちあやか，リーフスター, 

たちすずか 
130～140 20～22 

◆栽植密度  

 ※ＷＣＳ用イネ品種は穂数が少ないので疎植は避ける！ 

・苗立枯病等の防除のため、種子消毒、育苗用土及び育苗箱消毒を行います。 

・予察情報と発生状況に注意し、収量や飼料品質の低下や、周辺圃場に影響を 

 及ぼす危険が予想される場合は薬剤防除を行います。 

・水稲用に登録されている殺虫・殺菌剤のうち、家畜への安全性が確認されて 

 いる剤を使用してください。 
・成分が同じでも剤型（粒剤,乳剤等）が違うと使用できない場合があります。 

・航空防除等による、周辺圃場からの薬剤のドリフトに注意しましょう。 

・農薬の使用については、お近くの農業事務所等指導機関にご照会下さい。 

7/25 
～8/5 収穫 

収穫 

◆追肥 

各栽培暦の生育ステージは平成27 ～ 29 年の 

千葉市及び香取市の平均値。 



・雑草の繁茂によって減収となります。 

・ノビエ等の水分含量の多い雑草の混入はサイレージ品質を低下さます。 

・タカサブロウ、アメリカセンダングサ等の茎が堅い雑草の混入は、ラッピン 

 グフィルムの破損による品質低下や牛の嗜好性の低下の要因となります。 

・上記以外の品種には薬害が生じるためベンゾビシクロン、テフリルトリオ 

 ン、メソトリオンを含む除草剤が使用できないもの（「モミロマン」等）が 

 あるので注意が必要です。 

・水稲用に登録されている除草剤のうち、家畜への安全性が確認されている剤 

 を使用してください。 

・農薬の使用については、お近くの農業事務所等指導機関にご照会下さい。 

・稲わらも圃場外に持ち出すため、堆肥で窒素や加里を補給し

て下さい。以下は堆肥２ｔ/10ａを連用した水田の施肥量です。     

       砂壌土：窒素成分で９ｋｇ/１０ａ 

           壌  土：窒素成分で６ｋｇ/１０ａ  

・堆肥を散布したほ場は、りん酸・加里が補給されているの

で、単肥（塩安など）だけの施用で十分です。（堆肥を施用で

きない場合は、りん酸・加里を含む肥料を施用して下さい。） 

        窒素成分：３ｋｇ/１０ａ 
施用時期 ※最高分げつ期の葉色が濃い場合は出穂前30～20日 

             葉色が低下した場合は出穂前50～30日 

  品種/時期  
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 

 

       

       

 

       

       

 

       

 

 
 

      

 

       

       

夢あおば 

リーフスター 

たちすずか 

育苗 
◆播種量  

・水温10～15℃で、積算温度120℃を目安に行う。 

（水温10℃未満での浸種は、発芽不良の原因となります。） 

◆種子消毒 

◆育苗管理 

◆基肥 

施肥 

移植 

・50株/坪(株間22㎝)～55株/坪（株間20㎝) 

・植え付け本数   3～5本/株 

◆植え付け時期 ※用水確保のため、植え付け時期は厳守！ 

雑草防除  ※稲WCSは、雑草が混入すると商品価値が下がります！ 

病害虫防除 ※農薬の使用基準「収穫○日前まで」の使用時期を守りましょう！ 

・苗立枯病等の防除のため、種子消毒、育苗用土及び育苗箱消毒を行います。 

・予察情報と発生状況に注意し、収量や飼料品質の低下や、周辺圃場に影響を 

 及ぼす危険が予想される場合は薬剤防除を行います。 

・水稲用に登録されている殺虫・殺菌剤のうち、家畜への安全性が確認されて 

 いる剤を使用してください。 
・成分が同じでも剤型（粒剤,乳剤等）が違うと使用できない場合があります。 

・航空防除等による、周辺圃場からの薬剤のドリフトに注意しましょう。 

・農薬の使用については、お近くの農業事務所等指導機関にご照会下さい。 

・家畜への安全性が確認されている薬剤で消毒しましょう。 

・種籾が大きい品種は、播種重量を多くしてください。 

 

◆浸種 

・ＷＣＳ用イネ品種は低温にやや弱い特徴があります。 

・好天が続く予報の日に播種し、日中は葉が焼けないように

換気し、夜間は被覆を追加する等、保温に努めてください。 

◆追肥 

・地域の用水の供給状況に応じた植え付け時期とします。 

・晩生品種は、用水が確保できる水田に作付けして下さい。 

品種名 播種重量の 

目安(ｇ/箱) 

玄米千粒重 

(ｇ) 

夢あおば，ちば28号(参考) 150～160 23～25 

たちあやか，リーフスター, 

たちすずか 
130～140 20～22 

◆栽植密度  

 ※ＷＣＳ用イネ品種は穂数が少ないので疎植は避ける！ 

間断かんがい 

最高分げつ期 

代かき 移植 

浅水管理 中干し 湛水管理 

間断かんがい 代かき 移植 

浅水管理 中干し 湛水管理 

最高分げつ期 

8/20前後 

8/9～30 

たちあやか 

最高分げつ期 

収穫 

間断かんがい 代かき 移植 

浅水管理 中干し 湛水管理 

8/19～9/10 最高分げつ期 間断かんがい 

浅水管理 中干し 

代かき 移植 

湛水管理 

間断かんがい 

最高分げつ期 

代かき 移植 

浅水管理 中干し 湛水管理 

収穫 

間断かんがい 代かき 移植 

浅水管理 中干し 湛水管理 

最高分げつ期 

収穫 

間断かんがい 

最高分げつ期 

代かき 移植 

浅水管理 中干し 湛水管理 

収穫 

間断かんがい 代かき 移植 

浅水管理 中干し 湛水管理 

最高分げつ期 

8/14～9/29 

8/25前後 

収穫 

9/19～10/3 

9/1前後 
9/26～10/11 

9/30～10/15 9/5前後 

注１）収穫適期より早刈りすると、肥育牛向けＷＣＳとしての品質が低下するので、適期収穫に努めてください。 

 ２）ＷＣＳ用イネ栽培で使用する農薬は、農林水産省のガイドライン（稲発酵粗飼料生産・給与マニュアル）で決められた薬剤のみとなります。 

肥育牛向け 

稲ＷＣＳの収穫適期は、 

「出穂後２５～４０日」 
 水管理（中干し・出穂期後14日からの

早期落水）をしっかりと行いましょう。 

 収穫時の田面が軟らかいと、泥が混入

して、稲WCSが品質不良品となりま

 肥育牛向け・ＷＣＳ用イネ品種の栽培暦 

収穫 

収穫 
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各栽培暦の生育ステージは平成27 ～ 29 年の 

千葉市及び香取市の平均値。 
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・ノビエ等の水分含量の多い雑草の混入はサイレージ品質を低下さます。 

・タカサブロウ、アメリカセンダングサ等の茎が堅い雑草の混入は、ラッピン 

 グフィルムの破損による品質低下や牛の嗜好性の低下の要因となります。 

・上記以外の品種には薬害が生じるためベンゾビシクロン、テフリルトリオ 

 ン、メソトリオンを含む除草剤が使用できないもの（「モミロマン」等）が 

 あるので注意が必要です。 

・水稲用に登録されている除草剤のうち、家畜への安全性が確認されている剤 

 を使用してください。 

・農薬の使用については、お近くの農業事務所等指導機関にご照会下さい。 

・稲わらも圃場外に持ち出すため、堆肥で窒素や加里を補給し

て下さい。以下は堆肥２ｔ/10ａを連用した水田の施肥量です。     
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夢あおば 

リーフスター 

たちすずか 

育苗 
◆播種量  
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（水温10℃未満での浸種は、発芽不良の原因となります。） 
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◆基肥 

施肥 

移植 

・50株/坪(株間22㎝)～55株/坪（株間20㎝) 

・植え付け本数   3～5本/株 
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間断かんがい 

最高分げつ期 

代かき 移植 

浅水管理 中干し 湛水管理 

収穫 

間断かんがい 代かき 移植 

浅水管理 中干し 湛水管理 

最高分げつ期 

8/14～9/29 

8/25前後 

収穫 

9/19～10/3 

9/1前後 
9/26～10/11 

9/30～10/15 9/5前後 

注１）収穫適期より早刈りすると、肥育牛向けＷＣＳとしての品質が低下するので、適期収穫に努めてください。 

 ２）ＷＣＳ用イネ栽培で使用する農薬は、農林水産省のガイドライン（稲発酵粗飼料生産・給与マニュアル）で決められた薬剤のみとなります。 
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稲ＷＣＳの収穫適期は、 

「出穂後２５～４０日」 
 水管理（中干し・出穂期後14日からの

早期落水）をしっかりと行いましょう。 

 収穫時の田面が軟らかいと、泥が混入

して、稲WCSが品質不良品となりま
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編集・執筆機関 

担 い 手 支 援 課 専門普及指導室 

農林総合研究センター 研究マネジメント室 

 水稲・畑地園芸研究所 成東育成地 

      〃     水田利用研究室 

      〃     水稲温暖化対策研究室 

畜産総合研究センター 企画環境研究室 

 乳牛肉牛研究室 

 

 

 

 

 

 

 

 

農薬に関する記述は，平成 29 年 12 月 13 日現在の「農薬登録情報」に基づいて

います。実際の農薬使用に当たっては，最新の「農薬登録情報」で登録内容を確認す

るとともに，農薬のラベルに表示された使用基準を遵守してください。 

農林水産省農薬コーナー（http://www.maff.go.jp/j/nouyaku/） 

(一社)日本植物防疫協会（http://web1.jppn.ne.jp/member/） 

 

「私的使用のための複製」や「引用」など著作権法上認められた場合を除き，本資

料を無断で複製・転用することはできません。 
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